
石部棚田豊穣祈念×伊豆の長八美術館40周年記念

石部棚田でアート
発表イベント

石部棚田×美術館で「田んぼアート」。色とりど
りの稲を使って田んぼに絵を描くアートを本年か
ら始めるにあたり、発表イベントを開催します。
当日は五穀豊穣を祈る舞、スペシャルトーク
ショーなど盛りだくさん。ぜひご来場ください！
※入場申込不要 中瀬邸駐車場をご利用下さい（3時間無料）

3月24日（日）

石部棚田の豊穣を祈って松崎町に伝わる神事の一部を舞います

一、式三番 三番叟の段 鈴之舞

三番叟
演奏

小嶋悠太（松崎小学校6年）
松崎三省社三番叟演者

二、中村芝翫 三番叟と江戸の左官を語る

出演 中村芝翫（歌舞伎役者）
小嶋悠太（三番叟演者）
深澤準弥（松崎町長）

三、石部棚田でアート 発表会

出演 岡野真吾（東京田んぼアート主宰）
一般財団法人松崎町振興公社

会場では棚田維持の募金活動を行います。ご協力ください！

3:00PM〜
（開場 2:30PM）

松崎町農村環境改善センター 文化ホール

※イメージ

どんなデザイン？石部棚田アートについて詳しく発表します

歌舞伎にも伝わる三番叟の舞台裏を語る！人情あふれる左官
が主人公の「文七元結」を通して入江長八の魅力に迫る!!



式三番・三番叟
古代からあった神が踊り祝福を与える神事を「猿能楽」として留めたものが
「式三番」で、能・狂言とならんで能楽を構成する芸能のひとつである。五
穀豊穣を祈る儀式として、松崎町をはじめ全国各地の郷土芸能としても保存
されている。さらに歌舞伎舞踊や日本舞踊にも取入れられており、特に歌舞
伎では「三番叟の段」の軽快な踊りが人気を得て、「舌出し三番叟」「操り
三番叟」など様々な演出が生み出されている。

八代目 中村 芝翫
1965年生まれ、七代目中村芝翫の次男。70年５月に中村幸二の名で初舞台。
80年４月に三代目中村橋之助を襲名。2016年10･11月歌舞伎座で八代目中
村芝翫を襲名。錦絵を思わせる整った目鼻立ちで、時代物の武将の役や『三
番叟』をはじめとする舞踊を得意とするが、『人情噺文七元結』の左官長兵
衛などの世話物でも評価が高い。また1997年NHK大河ドラマ「毛利元就」
で主演の毛利元就役をつとめたほか、テレビ・映画にも多数出演している。

石部棚田
標高120～250ｍに広がる約4.2ヘクタール、370枚の田んぼで東日本では珍
しい石積みの棚田。起源は江戸時代に遡るが、20世紀後半には荒廃の一途を
たどった。2000年に復田活動を開始。現在は地元農家を中心に、松崎町民
や一般募集したオーナー会員が力を合わせて美しい棚田を守っている。一方
で後継者不足や物価高騰で今後の維持が難しくなっている側面もあり、復田
から四半世紀を経たいま、課題解決へ動き出さなければならない。

田んぼアート

1993年、青森県田舎館村で日本で最初に描かれた。2010年以降になると日
本全国に広がり、現在は30ヶ所近くの市町村が集まり「全国田んぼアートサ
ミット」も開かれている。本年松崎町で開始する棚田アートは、東京田んぼ
アート主宰・岡野真吾氏に監修していただくが、氏は「農家や地域住民のた
めになる田んぼアート」をモットーにしており、松崎町による松崎町のため
の、手作りで暖かみがあるアートを目指していく。

伊豆の長八美術館
1984年に「漆喰鏝絵の殿堂 伊豆の長八美術館」としてオープン。松崎町出
身で江戸時代に左官の名工として名をあげた、入江長八の作品を展示してい
る。長八は左官の技術と日本画の狩野派の技法を取り入れた漆喰鏝絵という
独自の分野を築き、芸術的にも高い評価を得ている。石山修武設計、全国の
左官職人が集まり建設した美術館は本年40周年を迎えるが、老朽化も目立ち
はじめている。次代に繋ぐためにも、課題解決へ動き出さなければならない。

主催：一般財団法人松崎町振興公社 お問合せ：0558-42-1881（平日8:00～17:00）
協力：松崎町 松崎三省社 石部棚田振興協議会 石部棚田保存会
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